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主な項目

表彰式後の発表者とアドバイザーの方々

安定的・効率的な木材（丸太）の生産体制を確立するため、

「生産性向上実現プログラム取組結果発表会」を開催
安定的・効率的な木材（丸太）の生産体制を確立するため、

「生産性向上実現プログラム取組結果発表会」を開催
安定的・効率的な木材（丸太）の生産体制を確立するため、

「生産性向上実現プログラム取組結果発表会」を開催
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［
資
源
活
用
課
］
三
月
八
日
、
中
部
森
林
管
理

局
大
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度
生

産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
取
組
結
果
発
表
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
木
材
需
要
の
拡
大

に
伴
う
安
定
的
・
効
率
的
な
木
材
（
丸
太
）
の

生
産
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

「
生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
、

素
材
生
産
事
業
者
、
民
有
林
関
係
者
及
び
研
究

者
の
方
々
と
連
携
し
て
、
生
産
性
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
管
内
十
一
箇
所
に
設
定
し

た
モ
デ
ル
事
業
地
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組

に
つ
い
て
発
表
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
富
山
、
長
野
、
岐
阜
、
愛
知
県
の

林
業
事
業
体
等
か
ら
八
十
一
名
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
五
名
、
各
県
の
担
当
者
六
名
、
国
有
林
職

員
八
十
一
名
の
計
一
七
三
名
が
参
加
し
、
会
場

は
満
席
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
、
桂
川
局
長
か
ら
「
木
材
需

要
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
木
材
価
格
の

上
昇
や
、
木
材
搬
出
を
行
う
林
業
従
事
者
の
急

激
な
増
加
が
期
待
で
き
な
い
状
況
で
木
材
の
安

定
供
給
を
行
う
に
は
、
生
産
性
の
向
上
以
外
に

解
決
策
は
な
く
、
生
産
性
の
向
上
が
、
会
社
の

利
益
増
、
従
業
員
の
待
遇
改
善
、
生
産
量
の
増

加
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
の
循
環
を
生
み
出
す
こ
と

に
繋
が
る
。
中
部
局
管
内
は
、
地
質
・
傾
斜
等

の
条
件
が
全
国
的
に
は
厳
し
い
た
め
、
飛
躍
的

に
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
は
難
し
く
、
時
間
も

か
か
る
が
、
い
ま
生
産
性
向
上
の
努
力
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
、
林
業
・
木
材
産
業
の
将
来

は
切
り
開
け
な
い
こ
と
か
ら
、
国
有
林
と
し
て

も
林
業
事
業
体
の
生
産
性
の
向
上
を
支
援
し
て

参
り
た
い
。
本
日
の
発
表
会
で
は
、
率
直
な
意

見
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

成
果
が
現
れ
て
い
た
こ
と
。」
ま
た
、
数
字
に

現
れ
な
い
苦
労
に
対
す
る
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と

と
も
に
、「
来
年
度
以
降
の
取
組
に
も
期
待
す

る
。」
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
会
は
、
今
年
度
の
生
産
性
向
上

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
の
集
大
成
と
し
て
、
関
係

者
が
努
力
し
た
内
容
を
評
価
す
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
発
表
会
全
体
を
通
じ
て

互
い
の
努
力
を
認
め
合
う
雰
囲
気
の
中
で
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
二
十
八
年
度

も
モ
デ
ル
事
業
地
を
設
定
し
、
生
産
性
の
向
上

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

受
賞
事
例
と
発
表
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
最
優
秀
賞

・
集
材
・
造
材
・
林
内
運
搬
の
作
業
効
率
を

�

高
め
る
工
夫
に
つ
い
て

�

日
和
田
林
産（
有
）　

上
田
高
之

�

飛
騨
森
林
管
理
署　

大
森
裕
司

桂川局長の挨拶

　

発
表
は
、
事
業
体
と
署
等
の
担
当
者
が
協
同

し
て
行
い
、
そ
の
後
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
局
長

か
ら
の
助
言
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
中
村
森
林
整
備
部
長
が
進

行
役
と
な
り
、
モ
デ
ル
事
業
地
に
お
い
て
直
接

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
、
三
名
の
研
究
者
の
方

か
ら
関
連
情
報
の
提
供
後
、
参
加
者
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
対
す
る
質
問
や
発
表
内
容
に
対

す
る
質
問
も
多
数
出
さ
れ
る
な
ど
、
生
産
性
の

向
上
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
、

今
後
の
更
な
る
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
に

期
待
が
持
て
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
林
野
庁
業
務
課
の
唐
沢
企
画
官
か

ら
「
産
・
学
・
官
が
連
携
し
て
行
わ
れ
た
生
産

性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
で
は
、
多
く

の
事
業
体
が
目
標
生
産
性
を
上
回
り
努
力
し
た発表の様子

講評を行う林野庁業務課唐沢企画官

満席となった会場（前列はアドバイザーの方々）

生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　取
組
結
果
発
表
会
を
開
催

平
成
二
十
七
年
度
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〇
優
秀
賞

・
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
て

　
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
取
組
結
果
）

�

（
株
）吉
本　
　
　
　

由
井
正
弘

�

東
信
森
林
管
理
署　

森　

孝
之

・
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
の

�

成
果
報
告
に
つ
い
て

�

（
有
）高
遠
興
産　

 　

飯
島
克
也

�

南
信
森
林
管
理
署　

下
城
大
作

・�

民
・
国
・
学
の
連
携
に
よ
る
「
生
産
性
向
上

実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

�

新
城
森
林
組
合　
　
　
　

白
井　

漸

�

愛
知
森
林
管
理
事
務
所　

中
谷
淳
視

〇
努
力
賞

・
高
密
路
網
に
よ
る
集
材
作
業
の

�

効
率
化
に
つ
い
て

�

北
信
木
材
生
産
セ
ン
タ
ー（
協
）
田
中
真
喜

�

北
信
森
林
管
理
署　
　
　

  　

西
方
雄
一
郎

・
帯
状
保
残
帯
を
含
む
櫛
型
事
業
地
に
お
け
る

�

生
産
性
向
上
へ
の
取
組
に
つ
い
て

�

（
組
）山
仕
事
創
造
舎　

高
橋
康
夫

�

中
信
森
林
管
理
署   　

岩
塚
伸
人

�

森
下
佳
宏

・
御
岳
山
麓
火
山
岩
地
帯
に
お
け
る

�

生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

�

木
曽
協
和
産
業（
株
）　

下
島　

仁

�

木
曽
森
林
管
理
署　
　

北
沢
伸
之

・
木
曽
谷
流
域
に
お
け
る

�

先
進
的
架
線
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て

�

（
有
）ヤ
マ
カ
木
材　

勝
野
泰
平

�

南
木
曽
支
署　
　
　

安
田
智
宏
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・
生
産
性
向
上
を
目
指
し
た
取
組
に
つ
い
て

�

飛
騨
市
森
林
組
合　

新
田
克
之

�

富
山
森
林
管
理
署　

山
本
通
明

・
架
線
系
作
業
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

�

生
産
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

�

東
白
川
村
森
林
組
合　

大
坪
哲
也

�

岐
阜
森
林
管
理
署　
　

村
木
英
徳

・
保
育
間
伐
活
用
型
等
に
お
け
る

�

生
産
性
向
上
の
取
組
に
つ
い
て

�

恵
南
森
林
組
合　
　

小
倉
英
敏

�

東
濃
森
林
管
理
署　

桂
川
佳
之

 

［
治
山
課
・
森
林
整
備
課
］
平
成
二
十
七
年
度

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
、
三

月
四
日
に
中
部
森
林
管
理
局
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
有
林
野
の
公
益
的

機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
、
森
林
林
業
・
木
材

産
業
の
成
長
産
業
化
、
そ
の
他
の
事
業
実
施
に

お
け
る
施
策
効
果
を
一
層
発
現
さ
せ
る
こ
と
に

貢
献
し
た
治
山
・
林
道
工
事
で
あ
っ
て
、
民
有

林
の
模
範
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
表
彰
す

る
こ
と
に
よ
り
、
治
山
・
林
道
工
事
に
お
け
る

計
画
、
設
計
・
施
工
の
適
正
化
及
び
設
計
・
施

工
技
術
の
向
上
並
び
に
関
係
者
の
意
欲
高
揚

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
治
山
部
門
は
昭
和

四
十
二
年
度
、
林
道
部
門
は
昭
和
四
十
四
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
に
中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
施
工

し
た
、
治
山
工
事
百
二
十
一
件
、
林
道
工
事

二
十
三
件
を
対
象
に
施
工
管
理
全
般
及
び
安
全

管
理
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
治
山
部
門
で

十
四
件
、
林
道
部
門
で
六
件
を
優
良
工
事
と
し

て
選
出
し
、
こ
の
中
か
ら
、
優
秀
工
事
と
し
て

治
山
部
門
四
件
・
林
道
部
門
二
件
を
林
野
庁
表

彰
に
推
薦
し
、
五
件
が
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
、
優
良
工
事
と
し
て
選
出
し

た
、
治
山
部
門
の
十
一
件
、
林
道
部
門
の
四
件

と
、
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
工
事
の
現
場

代
理
人
、
主
任
技
術
者
並
び
に
監
督
職
員
が
中

部
森
林
管
理
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
中
村
森
林
整
備
部
長
が
審
査
報

告
を
行
っ
た
後
、
桂
川
局
長
が
賞
状
を
授
与
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
林
野
庁
長
官
賞
の
授
与
式
は
局
長
表

彰
に
先
立
ち
、
二
月
二
十
三
日
、
林
野
庁
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
林
野
庁
長
官
賞

　〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
株
式
会
社
北
條
組�

（
長
野
市
）

　

赤
川
（
大
滝
川
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
北
信
署
〉

◇
大
宗
土
建
株
式
会
社�

（
南
木
曽
町
）

　

鍋
割
利
右
エ
門
沢
（
ナ
シ
ノ
木
沢
）

　

水
源
地
域
整
備
工
事�

〈
南
木
曽
支
署
〉

◇
有
限
会
社
下
仲
組�

（
高
山
市
）

　

白
谷
復
旧
治
山
工
事�

〈
飛
騨
署
〉

　〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
株
式
会
社
傳
刀
組�

（
大
町
市
）

　

鹿
島
川
林
業
専
用
道
新
設
工
事�

〈
中
信
署
〉

◇
株
式
会
社
林
工
務
店�

（
高
山
市
）

　

竜
ヶ
峯
林
道
外
１
橋
梁
架
替
工
事

�

〈
飛
騨
署
〉

審査報告を行う中村森林整備部長

表彰状の授与

治
山･

林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　表
彰
式
の
開
催

平
成
二
十
七
年
度
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◎
中
部
森
林
管
理
局
長
賞

　〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
伊
藤
建
設
株
式
会
社�

（
魚
津
市
）

　

阿
部
木
谷
水
源
地
域
整
備
工
事�

〈
富
山
署
〉

◇
株
式
会
社
後
藤
組�

（
糸
魚
川
市
）

　

山
之
坊
復
旧
治
山
工
事�

〈
中
信
署
〉

◇
木
曽
土
建
工
業
株
式
会
社�

（
木
祖
村
）

　

大
笹
沢
特
定
流
域
総
合
治
山
工
事

�
〈
木
曽
署
〉

◇
山
﨑
建
設
株
式
会
社�
（
飯
田
市
）

　

ト
チ
ボ
ラ
沢
復
旧
治
山
工
事

�

〈
伊
那
谷
総
合
〉

◇
株
式
会
社
内
山
組�

（
飯
田
市
）

　

牧
小
谷
上
沢
復
旧
治
山
工
事

�

〈
伊
那
谷
総
合
〉

◇
加
永
建
設
株
式
会
社�

（
飛
騨
市
）

　

穂
高
（
柳
谷
）
復
旧
治
山
工
事�

〈
飛
騨
署
〉

◇
株
式
会
社
長
瀬
土
建�

（
高
山
市
）

　

宮
（
大
ヌ
ク
ヰ
谷
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
飛
騨
署
〉

◇
黒
田
建
設
株
式
会
社�

（
本
巣
市
）

　

大
河
原
（
越
山
谷
）
水
源
地
域
整
備
工
事

�

〈
岐
阜
署
〉

◇
株
式
会
社
梅
田
組�

（
下
呂
市
）

　

七
宗
本
谷
（
細
洞
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
岐
阜
署
〉

◇
石
橋
建
設
株
式
会
社�

（
中
津
川
市
）

　

姥
ナ
ギ
沢
復
旧
治
山
工
事�

〈
東
濃
署
〉

◇
今
泉
建
設
株
式
会
社�

（
岡
崎
市
）

　

豊
橋
（
多
米
）２
復
旧
治
山
工
事�

〈
愛
知
所
〉

　〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
株
式
会
社
羽
田
組�

（
長
和
町
）

　

男
女
倉
林
業
専
用
道
新
設
工
事�

〈
東
信
署
〉

◇
青
木
建
設
工
業
株
式
会
社�

（
上
田
市
）

　

鷲
ヶ
峰
林
業
専
用
道
新
設
工
事�

〈
東
信
署
〉

◇
株
式
会
社
名
工
土
木�

（
南
木
曽
町
）

　

中
ノ
沢
林
業
専
用
道
新
設
工
事

�

〈
南
木
曽
支
署
〉

◇
株
式
会
社
水
口
土
建�

（
高
山
市
）

　

鈍
引
沢
林
業
専
用
道
新
設
工
事�

〈
飛
騨
署
〉

   〔
現
場
代
理
人
、主
任
技
術
者
及
び
監
督
職
員

　
部
門
〕

◇
赤
川
（
大
滝
川
）
復
旧
治
山
工
事

　
　

株
式
会
社
北
條
組

�

主
任
技
術
者　

市
川　

澄
雄

　
　

北
信
森
林
管
理
署

�
監
督
職
員　
　

百
瀬　

裕
章

◇
鍋
割
利
右
エ
門
沢
（
ナ
シ
ノ
木
沢
）

　
　

水
源
地
域
整
備
工
事

　
　

大
宗
土
建
株
式
会
社

�

主
任
技
術
者　

原　
　

智
浩

　
　

南
木
曽
支
署

�

監
督
職
員　
　

宮
地　

源
治

◇
白
谷
復
旧
治
山
工
事

　
　

有
限
会
社
下
仲
組

�

主
任
技
術
者　

下
仲　

克
幸

　

飛
騨
森
林
管
理
署

�

監
督
職
員　
　

山
田　

好
男

◇
鹿
島
川
林
業
専
用
道
新
設
工
事

　
　

株
式
会
社
傳
刀
組

�

主
任
技
術
者　

百
瀬　

真
一

　
　

中
信
森
林
管
理
署

�

監
督
職
員　
　

松
田　

博
文

◇
竜
ヶ
峯
林
道
外
１
橋
梁
架
替
工
事

　
　

株
式
会
社
林
工
務
店

�

現
場
代
理
人　

桂
川　

景
介

�

主
任
技
術
者　

萩
田　

忠
幸

　
　

飛
騨
森
林
管
理
署

�

監
督
職
員　
　

光
坂　

紀
治

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
二
月
二
日
、
岐
阜
県
と
岐

阜
県
森
林
技
術
開
発
・
普
及
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

な
ど
が
主
催
す
る
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
活
用
セ
ミ
ナ
ー
in
中
部
」
が
岐
阜
市
内

で
開
催
さ
れ
、
県
内
や
近
隣
県
か
ら
木
材
関
連

事
業
者
・
行
政
関
係
者
な
ど
、
約
一
〇
〇
名
が

参
加
し
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
を
め
ぐ
る

最
新
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
岐
阜
県
の
長
沼
県
産
材
流
通

課
長
か
ら
「
県
内
の
伐
採
量
に
つ
い
て
増
加
し

て
い
る
が
六
割
程
度
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い

現
状
が
あ
る
。
本
セ
ミ
ナ
ー
が
未
利
用
材
の
更

な
る
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し
た

い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
最
初
に
（
一
社
）
日
本
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
の
川
越
専
門

調
査
員
よ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
中
心
と
し

た
最
近
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
状
況
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
開
始
以
降
認
定
さ
れ
た
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
稼
働
（
二
〇
一
五
年
九
月

現
在
二
十
九
箇
所
）
が
相
次
ぎ
、
そ
れ
に
伴

い
木
材
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
量
が
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
状
況
や
五
、〇
〇
〇
㌗
以
上
の
大
規

模
発
電
は
燃
料
が
集
め
に
く
く
な
っ
て
い
る

現
状
か
ら
か
電
力
買
い
取
り
価
格
が
高
い
二
、

〇
〇
〇
㌗
未
満
の
計
画
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
熱
利
用
も
含
め
た
木
質
バ
イ

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　利
活
用
セ
ミ
ナ
ー
　中
部
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　が
開
催
さ
れ
る

in

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　利
活
用
セ
ミ
ナ
ー
　中
部
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　が
開
催
さ
れ
る

in

受賞者の皆さんと
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オ
マ
ス
利
用
を
林
産
業
や
地
域
と
の
つ
な
が
り

と
絡
め
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
が
課
題
な
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
続
い
て
、
三

重
県
多
気
町
に
お
い
て
二
〇
一
九
年
度
稼
働
を

目
指
す
Ｏ
Ｒ
Ｃ
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン
キ
ン
サ

イ
ク
ル
）
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
温
浴
施
設
設
置
に
取

り
組
ん
で
い
る（
株
）バ
イ
オ
マ
ス
ア
グ
リ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
代
表
の
久
木
取
締
役
よ
り
、
Ｏ
Ｒ
Ｃ
シ

ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
と
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｒ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
は
、
通
常
の
水
蒸
気
サ
イ

ク
ル
と
は
異
な
り
、
ボ
イ
ラ
ー
で
加
熱
し
た

サ
ー
マ
ル
オ
イ
ル
を
沸
点
の
低
い
シ
リ
コ
ン
オ

イ
ル
な
ど
の
有
機
媒
体
と
熱
交
換
し
発
電
す
る

仕
組
み
で
、
小
規
模
で
も
効
率
良
く
発
電
で
き

る
う
え
に
排
熱
で
九
〇
度
の
温
水
を
提
供
で
き

る
こ
と
か
ら
熱
と
発
電
を
合
わ
せ
た
エ
ネ
ル

　

参
加
者
か
ら
は
熱
利
用
の
活
用
と
課
題
、
行

政
の
立
場
と
し
て
支
援
の
あ
り
方
、
竹
林
処
理

の
一
環
と
し
て
竹
の
利
用
は
で
き
な
い
か
な
ど

活
発
に
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
は
ど
う
し
て
も
発
電
利
用
に
注
目
し

が
ち
で
し
た
が
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ

て
、
熱
利
用
も
含
め
た
可
能
性
、
林
産
業
と
の

連
携
、
地
域
振
興
も
絡
め
た
取
り
組
み
な
ど
幅

広
い
視
点
か
ら
考
え
て
い
く
必
要
性
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

 

［
東
信
署
］
二
月
十
日
、
軽
井
沢
西
地
区
国
有

セミナー会場の様子

パネルディスカッションの様子

ギ
ー
変
換
効
率
は
八
〇
㌫
程
度
に
な
る
と
の
こ

と
で
す
（
直
接
燃
焼
蒸
気
式
は
二
〇
㌫
程
度
）。

そ
の
う
え
、
蒸
気
式
よ
り
も
低
温
で
運
転
で
き

る
こ
と
か
ら
燃
料
の
制
約
が
少
な
い
こ
と
も
魅

力
で
、
欧
州
で
は
普
及
が
進
ん
で
い
る
技
術
だ

そ
う
で
す
が
、
日
本
で
は
ま
だ
導
入
実
績
が
な

い
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
課
題
は
設
備
費
が

割
高
な
こ
と
な
ど
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
、
未
利
用
木
材
の
集
荷
・
加
工
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
笠
原
木
材（
株
）リ
サ
イ

ク
ル
事
業
部
の
桂
川
氏
よ
り
、
国
有
林
か
ら
購

入
し
て
い
る
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
材
を
中
心
と

し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
チ
ッ
プ
製
造
の
効
率

化
を
目
指
し
た
各
種
取
組
と
課
題
に
つ
い
て
講

義
を
受
け
ま
し
た
。

　

採
算
ベ
ー
ス
に
の
せ
る
た
め
の
効
率
的
な
搬

出
、
量
の
安
定
的
な
確
保
な
ど
課
題
が
多
く
、

今
後
は
同
業
他
社
と
の
連
携
な
ど
を
模
索
し
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

各
氏
か
ら
の
講
演
を
終
え
た
後
は
、「
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
久
木

氏
・
桂
川
氏
、
そ
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
中

村
氏
を
加
え
た
三
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
川
越

氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
村

氏
か
ら
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
後
押
し
す

る
行
政
の
支
援
に
つ
い
て
」、
桂
川
氏
か
ら
は

「
他
社
や
行
政
と
の
情
報
共
有
の
必
要
性
に
つ

い
て
」、
久
木
氏
か
ら
は
欧
州
で
行
わ
れ
て
い

る
「
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
か
ら
日
本
に
適
し
た
ス

タ
イ
ル
構
築
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
」
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

林
藪
刈
り
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
浅
間
山
麓
軽
井
沢
西
地
区
国
有
林
藪
刈
り
作

業
」
が
、
佐
久
地
域
景
観
協
議
会
（
会
長 

清

水
深
佐
久
地
方
事
務
所
長
）
が
選
定
す
る
佐
久

地
域
景
観
賞
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

佐
久
地
域
景
観
賞
と
は
、
佐
久
地
域
の
良
好

な
景
観
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
建
築
物
・
工

作
物
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
表
彰
す
る

た
め
平
成
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
回

で
一
〇
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門
」
で
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
「
藪
刈
り
作
業
」
は
、
地
域
住
民
が
主

役
と
な
っ
た
取
組
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
九

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
人
間
の
生
活
エ
リ
ア
と

野
生
動
物
の
潜
み
や
す
い
藪
と
の
間
に
、
野
生

動
物
が
苦
手
と
す
る
幅
広
く
見
通
し
の
良
い
緩

軽
井
沢
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

　
浅
間
山
国
有
林
「
藪
刈
り
作
業
」
が

�

佐
久
地
域
景
観
賞
優
秀
賞
を
受
賞

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

受賞を喜ぶ内堀会長（右）と
打越成城大学法学部教授（中）、左は松井東信署長
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衝
帯
を
設
け
、
野
生
動
物
と
の
バ
ッ
タ
リ
遭
遇

の
防
止
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
の
防

止
等
、
地
域
住
民
や
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安

全
・
安
心
な
里
山
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、

軽
井
沢
町
追
分
の
一
、〇
〇
〇
㍍
林
道
沿
い
の

浅
間
山
国
有
林
内
に
お
い
て
、
年
に
一
回
実
施

し
て
お
り
、
軽
井
沢
町
の
町
議
会
議
員
を
は
じ

め
役
場
職
員
、
地
元
西
地
区
住
民
や
町
商
工

会
、
地
元
小
学
校
の
児
童
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ま
た
東

京
の
成
城
大
学
の
学
生
な
ど
、
町
内
外
の
方
々

に
加
え
、
長
野
国
有
林
森
林
整
備
協
会
東
信
支

部
や
群
馬
県
の
桐
生
林
業
の
関
係
者
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
す
る
な
ど
、
地
元
と
都
会
の
大

学
生
、
森
林
整
備
の
プ
ロ
と
い
う
様
々
な
立
場

の
方
々
が
参
加
し
、
林
内
の
藪
の
刈
払
い
や
倒

木
の
運
搬
、
除
去
、
集
積
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

内
堀
実
行
委
員
会
会
長
か
ら
「
森
林
管
理
署

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
元
の
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
、
各
行
政
機
関
の
皆
さ
ん
、
林
業
団
体
の

皆
さ
ん
等
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
と
支
え
に

よ
り
、
長
い
間
活
動
を
続
け
て
き
た
藪
刈
り
作

業
の
努
力
が
認
め
ら
れ
、
地
域
景
観
賞
の
優
秀

賞
と
い
う
大
変
に
光
栄
な
賞
を
頂
き
、
改
め
て

活
動
を
続
け
て
い
く
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
度

は
『
藪
刈
り
作
業
』
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一
〇
年

目
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
と
も

皆
様
の
ご
協
力
、
引
き
続
き
、
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。」
と
感
慨
深
げ
に
表
彰

状
を
見
つ
め
な
が
ら
、
署
長
へ
の
御
礼
の
言
葉

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

 

［
木
曽
署
］
二
月
十
六
日
か
ら
十
七
日
、
木
曽

森
林
管
理
署
管
内
に
お
い
て
、
木
曽
地
方
事
務

所
、
地
元
上
松
町
、
王
滝
村
の
関
係
者
、
当
署

職
員
と
各
地
の
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合

研
究
所
の
研
究
者
の
ほ
か
、
中
部
森
林
管
理
局

か
ら
は
総
務
企
画
部
長
、
計
画
課
長
、
技
術
普

及
課
長
が
、
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
、
木

曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
、
南
木
曽
支

署
か
ら
職
員
約
六
〇
名
が
参
加
し
、
第
五
回

「
中
部
森
林
管
理
局
・
森
林
総
合
研
究
所 

技
術

交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

木
曽
谷
の
国
有
林
に
お
い
て
は
、
中
部
森
林

管
理
局
の
ほ
か
森
林
総
合
研
究
所
を
は
じ
め
と

す
る
研
究
機
関
や
大
学
に
よ
る
多
様
な
試
験
研

究
や
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
事
業
を
推
進
す

る
上
で
の
課
題
解
決
に
向
け
た
研
究
や
技
術
開

発
及
び
そ
れ
ら
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果
の
普
及

を
図
る
た
め
、
相
互
に
知
見
や
認
識
を
共
有
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
二
十
三
年
度
よ
り

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
木
曽
谷
の
国
有
林
に
は
、
世
界
的
に

見
て
も
貴
重
な
森
林
で
あ
る
温
帯
性
針
葉
樹
林

が
ま
と
ま
っ
て
分
布
し
て
お
り
、
こ
の
温
帯
性

針
葉
樹
林
を
保
存
・
復
元
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
木
曽
悠
久
の
森
」
が
設
定
さ
れ
、
こ
の

取
り
組
み
は
天
然
更
新
の
重
要
性
が
高
く
、
多

く
の
試
験
や
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
で
も
有
数
の
木
材
生
産
地
で
あ

り
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
は
じ
め
と
す
る
天
然
林
や

高
齢
級
人
工
林
が
分
布
し
、
研
究
機
関
や
研
究

者
に
と
っ
て
非
常
に
興
味
深
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で

も
あ
り
様
々
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
の
成
果
等
に

つ
い
て
、
一
〇
課
題
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

森
林
総
合
研
究
所
か
ら
は
、
天
然
更
新
を
進

め
る
上
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
サ
サ
に
関
し
、

サ
サ
の
繁
殖
特
性
や
歴
史
資
料
か
ら
の
サ
サ
の

開
花
・
枯
死
の
周
期
の
考
察
、
そ
し
て
、
サ
サ

型
林
床
の
処
理
等
に
関
す
る
研
究
、
古
代
か
ら

温
帯
性
針
葉
樹
の
分
布
等
を
含
め
た
考
察
や
、

最
新
の
調
査
技
術
の
発
表
な
ど
興
味
深
い
話
題

が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
か
ら
は
、
長
期
に
わ
た
る

ヒ
ノ
キ
の
豊
凶
や
林
分
成
長
固
定
試
験
地
の
調

査
結
果
、
赤
沢
自
然
休
養
林
の
利
用
者
に
関
す

る
考
察
及
び
昨
今
課
題
と
な
っ
て
い
る
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
な
ど
を
発
表

林内の作業風景

作業後の林内

交流発表会

中
部
森
林
管
理
局
・
森
林
総
合
研
究
所

　
　 

　
　  

技
術
交
流
会

　
～
相
互
の
知
見
・
認
識
共
有

�

課
題
解
決
を
め
ざ
し
て
～
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し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
つ
い
て
関
係
者
か
ら
は

多
く
の
質
疑
が
あ
り
、
有
意
義
な
意
見
交
換
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
日
は
南
木
曽
支
署
管
内
で
平
成

二
十
六
年
七
月
に
発
生
し
た
土
石
流
災
害
の
復

旧
工
事
現
場
の
見
学
、
当
署
管
内
の
土
場
及
び

木
曽
ヒ
ノ
キ
を
扱
っ
て
い
る
製
材
工
場
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
を
通
し
て
、
参
加
者
か
ら

は
、
国
有
林
な
ら
で
は
の
長
期
間
に
わ
た
る
調

査
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
検
証
し
て
い
く
こ
と
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
や
、
災
害
対
策
の
重
要

性
、
ヒ
ノ
キ
の
価
値
を
改
め
て
実
感
で
き
た
と

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
表
者
か
ら
は
試
験
研
究
成
果
を
事

業
の
担
当
者
や
地
域
の
関
係
者
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
こ
と
は
貴
重
な
機
会
で
あ

り
、
今
後
は
他
の
分
野
の
発
表
も
行
い
た
い
と

の
声
も
聞
か
れ
、
新
た
な
試
験
研
究
に
向
け
た

準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
林
野
庁
が
実
施
す
る
「
全
国
山
火

事
予
防
運
動
（
三
月
一
日
か
ら
七
日
）
」
を
目

前
に
し
た
二
月
二
十
九
日
、
岐
阜
市
で
は
市
民

の
憩
い
の
場
で
あ
る
金
華
山
、
ま
た
、
貴
重
な

観
光
資
源
の
岐
阜
城
を
林
野
火
災
か
ら
守
る
と

と
も
に
入
山
者
の
早
期
避
難
誘
導
・
安
全
確
保

を
図
る
た
め
に
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
「
林

野
火
災
総
合
防
御
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り
ま
し
た

が
、
岐
阜
県
防
災
航
空
隊
防
災
ヘ
リ
を
始
め
岐

阜
市
消
防
・
岐
阜
市
農
林
部
・
岐
阜
観
光
索

道
・
岐
阜
森
林
管
理
署
等
、
総
勢
二
二
一
名
が

参
加
す
る
大
規
模
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

空
中
消
火
訓
練
を
は
じ
め
、
災
害
対
策
本
部

運
用
訓
練
や
避
難
誘
導
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
岐

阜
森
林
管
理
署
は
市
職
員
と
と
も
に
ジ
ェ
ッ
ト

シ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
機
に
有
事
の
際
の
被
害
の
軽
減
は
も

と
よ
り
、
住
民
の
方
々
の
林
野
火
災
防
止
に
対

す
る
意
識
が
更
に
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

 

［
愛
知
所
］
二
月
二
十
六
日
、
愛
知
県
豊
田
市

に
お
い
て
「
愛
知
県
林
業
普
及
関
係
合
同
発
表

会
」
が
開
催
さ
れ
、
当
所
も
参
加
し
、
伐
・
造

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
組
事
例
に
つ
い
て

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
愛
知
県
の
林
業
普
及
指
導

員
の
日
頃
の
林
業
普
及
活
動
、
試
験
・
課
題
研

究
に
関
す
る
実
績
等
の
発
表
を
通
じ
て
、
知

識
・
技
術
の
相
互
研
鑽
、
交
流
、
連
携
を
深

め
、
愛
知
県
の
森
林
・
林
業
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
度
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
、
愛
知
県
林
務
課
か
ら
の
要
請
を

受
け
て
発
表
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
関
係
者
約
一
〇
〇
名
の
参
加
の
も

と
、
循
環
型
施
業
、
木
材
の
安
定
供
給
・
流

通
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
な
ど
林
業
普
及
指

導
員
等
の
取
組
が
発
表
さ
れ
る
中
、
当
所
の

業
務
グ
ル
ー
プ
の
一
般
職
員
と
首
席
森
林
官

が
「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
へ
の
挑
戦
！ 

伐
・

造
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
in
愛
知
」
と
題
し
て
平

成
二
十
六
年
度
に
実
施
し
た
取
組
事
例
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
伐
・
造
一
貫
作
業
シ

ス
テ
ム
は
、
従
来
別
々
の
契
約
・
実
行
と
し
て

い
た
生
産
事
業
と
造
林
事
業
を
一
括
し
て
契
約

し
、
当
該
年
度
内
に
実
行
す
る
も
の
で
す
。
生

産
事
業
に
お
い
て
は
、
先
進
的
林
業
機
械
を
使

用
し
、
集
材
は
全
木
集
材
と
す
る
こ
と
に
よ
り

枝
条
・
端
材
等
を
林
内
に
残
さ
ず
地
拵
作
業
を

省
略
し
ま
し
た
。
ま
た
、
造
林
事
業
に
お
い
て

は
、
集
材
作
業
後
に
コ
ン
テ
ナ
苗
を
秋
植
え
と

す
る
こ
と
で
下
刈
回
数
の
省
略
化
を
図
る
な
ど

約
一
八
㌫
の
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
発
表
後
、
参
加
者
か
ら
作
業

シ
ス
テ
ム
や
枝
条
・
端
材
等
の
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
と
し
て
の
有
効
利
用
に
関
す
る
質
問
が
出
さ

れ
る
な
ど
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

新上松土場を見学する参加者

ジェットシューターによる消火訓練

発表の様子

金
華
山
で
林
野
火
災
総
合
防
御
訓
練
を
実
施

�

～
金
華
山
国
有
林
～

愛
知
県
林
業
普
及
関
係

�

合
同
発
表
会
に
参
加
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ま
た
、
午
後
か
ら
は
愛
知
県
豊
田
加
茂
農
林

水
産
事
務
所
主
催
に
よ
る
「
循
環
型
林
業
へ
の

転
換
に
む
け
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
一
般
市
民
等
約

二
〇
〇
名
が
参
加
し
、
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
が
行
わ
れ
、
循
環
型
林

業
へ
の
転
換
に
向
け
た
課
題
や
提
言
を
踏
ま
え

た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
期
を
迎
え
た
豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用

し
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、
新
た
な
木
材
需
要
を
創
出
し
、
国
産

材
の
安
定
的
・
効
率
的
な
供
給
体
制
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
所
に

お
い
て
も
こ
れ
ら
の
課
題
を
認
識
し
、
愛
知
県

を
始
め
森
林
・
林
業
関
係
者
と
の
連
携
を
図

り
、
業
務
運
営
の
推
進
を
通
じ
て
、
地
域
の
森

林
・
林
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

［
伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所

　
　
　
小
渋
川
治
山
事
業
所
］

�

治
山
技
術
官 

中
屋 

忍

　

長
野
県
下
伊
那
郡
大
鹿
村
に
所
在
す
る
小
渋

川
治
山
事
業
所
は
、
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
の

先
駆
け
と
し
て
昭
和
二
十
五
年
に
開
設
さ
れ
、

今
年
で
六
十
六
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

当
事
業
所
が
管
轄
す
る
大
鹿
村
は
、
中
央
構

造
線
が
南
北
に
縦
走
し
て
お
り
、
そ
れ
に
沿
う

形
で
、
東
に
三
、〇
〇
〇
㍍
級
の
高
峰
を
連
ね

る
南
ア
ル
プ
ス
、
西
に
一
、八
〇
〇
㍍
級
の
伊

那
山
脈
が
在
り
、
急
峻
な
地
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
中
央
構
造
線
と
点
在
す
る
そ
の
他
の
断

層
の
影
響
を
受
け
た
地
質
は
脆
弱
で
、
東
側
は

三
波
川
結
晶
片
岩
類
の
丘
陵
性
で
地
す
べ
り
を

引
き
起
こ
し
易
い
地
形
で
あ
り
、
西
側
は
深
成

岩
類
の
風
化
花
崗
岩
マ
サ
の
多
い
山
腹
崩
壊
を

引
き
起
こ
し
易
い
地
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
形
・
地
質
の
た
め
、
村
内
の

い
た
る
所
で
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
長
野
県
及
び
地
元
か
ら
の
強
い
要
請
を

受
け
て
小
渋
川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
六
年
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
災

害
で
は
、
大
西
山
の
山
腹
斜
面
大
崩
壊
等
に
よ

り
多
数
の
死
者
を
出
す
な
ど
、
大
鹿
村
全
体
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
も
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
で
山
地
河
川
荒
廃
が
頻
発
す

る
な
か
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
中
洞
地
区
で
大

規
模
な
地
す
べ
り
が
発
生
し
、
村
民
の
生
活
環

境
に
多
大
な
不
安
の
影
を
落
と
し
ま
し
た
。
復

旧
に
は
高
度
な
技
術
が
必
要
で
あ
る
と
と
も

に
、
活
発
化
し
た
地
す
べ
り
活
動
も
広
範
囲
で

あ
っ
た
た
め
、
昭
和
五
十
九
年
よ
り
直
轄
地
す

べ
り
防
止
事
業
に
も
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

崩
壊
地
を
森
林
に
復
元
し
、
地
す
べ
り
を
抑

制
抑
止
す
る
た
め
に
行
う
治
山
事
業
は
、
長
期

に
亘
る
地
道
な
施
工
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

古
く
か
ら
自
然
災
害
に
遭
っ
て
き
た
大
鹿
村

で
す
が
、
数
多
の
被
害
を
乗
り
越
え
て
復
興
に

尽
力
す
る
人
々
に
よ
り
、
美
し
い
村
を
築
い
て

き
ま
し
た
。
か
つ
て
の
被
災
地
大
西
山
は
、
春

に
は
三
、〇
〇
〇
本
の
桜
が
咲
き
誇
る
公
園
と

し
て
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

当
事
業
所
の
歴
代
主
任
も
、
大
鹿
村
の
森
林

復
旧
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
治
山
事
業
を
推
し

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
自
然
豊
か
な
大
鹿

村
の
緑
化
再
生
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
生
産
・
販
売
事
業
担
当
者
会
議

　

４
月
19
～
20
日　

中
部
局

◎
第
一
回
森
林
管
理
署
長
等
会
議

　

４
月
25
～
26
日　

中
部
局

大鹿村から赤石岳を望む

集落に近い大西山（山腹工）

鳶ヶ巣（山腹工）

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
等
か
ら
の
便
り
﹂
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ご当地

自慢
日本百名山「恵那山」の

ご紹介

東濃森林管理署

35

ん
だ
際
、
そ
の
胞
衣
（
胎
児
を
包
ん
だ
膜
と
胎

盤
）
を
こ
の
山
に
納
め
た
こ
と
か
ら
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
よ
っ
て
こ
の
地
で
は
、
伊
邪
那
伎

大
神
、
伊
邪
那
美
大
神
を
主
祭
神
と
し
て
、
山

頂
に
奥
宮
本
社
を
、
麓
に
は
前
宮
本
社
を
置

き
、
恵
那
神
社
と
し
て
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

　

境
内
に
は
樹
齢
一
〇
〇
〇
年
と
も
言
わ
れ
る

夫
婦
杉
（
県
指
定
重
要
天
然
記
念
物
・
樹
高
約

四
十
六
㍍
）
が
並
び
立
ち
神
社
の
歴
史
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　

中
央
ア
ル
プ
ス
の
最
南
端
。
岐
阜
県
と
長
野

県
の
県
境
に
、
岐
阜
県
美
濃
地
方
の
最
高
峰

「
恵
那
山
（
標
高
二
、一
九
一
㍍
）
」
が
あ
り
ま

す
。

　

古
く
は
胞え

な衣
山
や
胞
山
と
も
記
載
さ
れ
、
伊い

邪ざ

な

ぎ
那
伎
、
伊い

ざ

な

み

邪
那
美
の
夫
婦
神
が
、
神
坂
峠
を

越
え
、
美
濃
の
地
に
入
ら
れ
天
照
大
神
を
産

　

恵
那
山
神
社
の
近
く
に
は
「
ウ
ェ
ス
ト
ン
公

園
」
が
あ
り
ま
す
。
明
治
二
十
六
年
に
外
国
人

で
初
め
て
恵
那
山
に
登
頂
し
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・

ウ
ェ
ス
ト
ン
が
世
界
に
恵
那
山
を
紹
介
し
た
功

績
を
称
え
て
銅
像
と
公
園
が
整
備
さ
れ
、
登
頂

し
た
日
で
あ
る
五
月
十
一
日
に
は
毎
年
ウ
ェ
ス

ト
ン
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
者
は
お
祓
い

を
受
け
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
山
頂
で
飲
ん
だ
コ
コ

ア
や
五
平
餅
が
振
る
舞
わ
れ
た
り
、
県
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
の
恵
那
文
楽
を
鑑
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
恵
那
山
は
植
物

の
宝
庫
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
垂
直
分
布
で
は
低

地
丘
陵
帯
、
山
地
帯
、
亜

高
山
帯
が
含
ま
れ
、
苔

か
ら
高
木
ま
で
、
多
く
の
植
物
が
育
ま
れ
て
い

ま
す
。
麓
中
津
川
市
の
市
の
花
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ

ン
、
サ
サ
ユ
リ
、
イ
ワ
ウ
チ
ワ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

な
ど
見
て
楽
し
め
る
も
の
も
多
く
自
生
し
て
い

ま
す
。

　

山
頂
は
コ
メ
ツ
ガ
や
ト
ウ
ヒ
な
ど
の
高
木
に

覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
展
望
台
や
避
難
小
屋
裏

手
の
岩
か
ら
僅
か
で
す
が
眺
望
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

近
隣
に
は
妻
籠
・
馬
籠
宿
な
ど
の
中
仙
道
の

宿
場
や
、
天
照
大
神
が
産
湯
を
浸
か
っ
た
と
い

わ
れ
る
湯
舟
沢
の
中
津
川
温
泉
が
あ
り
ま
す
。

麓
の
中
津
川
市
は
和
菓
子
の
里
で
も
あ
り
ま

す
。
秋
に
は
「
栗
き
ん
と
ん
」
の
食
べ
比
べ
な

ど
も
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

◆
ア
ク
セ
ス

〔
公
共
交
通
機
関
〕

　

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
中
津
川
駅
下
車
、
北
恵
那

交
通
バ
ス
「
恵
那
山
ウ
ェ
ス
ト
ン
公
園
方
面
」

二
三
分

〔
自
家
用
車
〕

　

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
～
国
道
一
九
号

線
を
北
上
、
中
村
交
差
点
で
国
道
三
六
三
号
線

へ
右
折

中津川市から見た恵那山（船伏山とも言われる）

恵那神社（奥宮）恵那神社（前宮本社）

山頂の展望台

ウェストンの胸像ココアカップ


